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研究成果の概要（和文）：エキノコックス症は、野生のキツネを介してヒトに感染する北海道の風土病である。
長らく道民の静かな脅威となっているが、市民が感染予防に関する情報を得る機会は不十分である。一方で、駆
虫薬入りベイトの散布によってキツネからヒトへの感染リスクを低減する技術が確立されているが、未だ社会実
装には至っていない。
そこで本研究では、ベイト散布法の社会実装システムの構築をめざして、(1)エキノコックス教材の開発、(2)札
幌市の都市公園におけるベイト散布開始の二つを目的とした。
(1)教材として絵本と動画を制作し、オンラインで公開した。(2)札幌市の都市公園「月寒公園」との協働でベイ
ト散布を開始した。

研究成果の概要（英文）：Echinococcosis is an endemic disease of Hokkaido that is transmitted to 
humans via wild foxes. Although it has long been a silent threat to the people of Hokkaido, there 
are insufficient opportunities for citizens to obtain information on infection prevention. On the 
other hand, technology has been established to reduce the risk of fox-to-human transmission by 
applying anthelmintic baits, but this technology has not yet been implemented in society.
Therefore, the objectives of this study were (1) to develop educational materials on echinococcus 
and (2) to start applying baits in an urban park in Sapporo City, aiming to establish a social 
implementation system of the bait application method.
(1) A picture book and video were produced as educational materials and made available online. (2) 
Bait application was started in collaboration with Tsukisamu Park, an urban park in Sapporo City.

研究分野：都市野生動物の生態学、人獣共通感染症疫学、科学技術コミュニケーション

キーワード： 教材開発　都市ギツネ　エキノコックス　感染予防　獣害問題　自然観　リスクコミュニケーション　
サイエンスビジュアリゼーション

  ３版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
専門家がそばにいなくともエキノコックスについての知識を得られる教材を開発した。これは、常にエキノコッ
クス感染リスクにさらされる北海道において、各人が日常生活において感染予防のためにとるべき行動を判断で
きるようになることをめざしたものである。
同様に、本研究で継続してきたベイト散布にむけたリスクコミュニケーションについても、目的は市民や行政に
対するベイト散布実施の説得ではなく、感染と防除のしくみを理解したうえで、ベイト散布法を取り入れるかど
うかを各自が判断・選択できるようになることをめざしたものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
 
エキノコックス Echinococcus multilocularis は、ヒトに人獣共通感染症であるエキノコックス
症を引き起こす寄生虫である。北半球に広く分布し、その生活環は野生のアカギツネ Vulpes 
vulpes（以下「キツネ」とする）とネズミの間で成立するが、偶発的にエキノコックス虫卵がヒ
トに摂取されると肝臓に寄生して増殖し、肝機能障害を主徴とするエキノコックス症を発症す
る（図１）。エキノコックス症は日本では北海道の風土病として全道的に定着しており、毎年新

たに 20 名程度の患者がでている。ヒトにとっての直接の感染源であるエキノコックス虫卵はキ
ツネの糞と共に野外に排出されるため、キツネが生息する地域の住民は常に感染の脅威にさら  
されている。近年日本各地で発生が確認された鳥インフルエンザや豚コレラのような強毒性の
ウィルスと異なり、宿主の駆除によって地域のエキノコックスを駆逐することはできない。なぜ
なら、キツネ駆除によって空いた土地には、近隣のなわばりからまた新たに感染キツネが移入し
てくるためである。そこで開発されたのが、駆虫薬入りのベイト（図２）を野外に定期的に散布
しキツネに摂取させるベイト散布法である。キツネ体内からエキノコックスを駆虫できるだけ
でなく、強固ななわばり制を敷くキツネの生態的特徴を利用して地域を非感染キツネで占めて
おくことで、感染キツネの移入を防ぐことができる。ドイツやスイス、
北海道のいくつかのエリア、北海道大学構内などでの実験によりすで
に高い効果が実証されている。 
しかし、上記のように研究ベースではベイト散布法の有用性が保証
されながらも、未だ社会実装には至っていない。なぜなら、この手法
自体が市民にほとんど認知されておらず、行政もキツネの駆虫を優先
的な社会ニーズとして認識していないためである。結果として、有用
性の実証されたエキノコックス予防策が存在するにも関わらず、適切
な対策がとられないまま市民はキツネに対する漠然とした恐怖心だ
けを募らせている状況である。この課題を解決するには、市民と行政
がベイト散布法によるエキノコックス制御を社会ニ
ーズとして認識し、施行に向けて市民－行政間で合意
形成することが必須である。 
 
２． 研究の目的 
 
そこで本研究では、ベイト散布法の社会実装システ
ムの構築をめざして対市民と対行政の両方からアプ
ローチすることとし、それぞれ、(1)エキノコックス教
材の開発、(2)札幌市の都市公園におけるベイト散布
開始の二つを目的とした。 

図１ エキノコックスの生活環とヒトへの感染経路。ヒトにとっての感染源はキツネ糞中の虫卵。 

図３ 月寒公園の近隣住民らを主な対象として
開催した「月寒公園パークライフカフェ」の様
子。2020 年と 2021 年の３月に実施。両年とも
完全予約制とし、定員いっぱいの 20 名程度が参
加した。 

図２ エキノコックス駆虫
薬入りのベイト。 



(1) エキノコックス教材の開発 
エキノコックスに関する知識の蓄積はベイト散布の有効
性の理解に直結する。後に詳述するが、本研究では市民に対
するベイト散布実施の説得ではなく、感染のしくみを理解し
たうえで、ベイト散布法を取り入れるかどうかの選択を市民
自身ができるようになることを目的とする。 
また、エキノコックスを地域から排除するためにベイト散
布は効果的であるが、近隣のなわばりから感染キツネが移入
してくるリスクに常にさらされていることを考慮すると、や
はり個人での感染予防が大前提となる。そこで、エキノコッ
クスの病原性、感染動態、ヒトにとっての直接の媒介者であ
るキツネの生態などを把握し、各人が総合的に考えて感染予
防のための判断ができるようになるための判断材料となる
ような教材の開発をめざした。 
 
(2)札幌市の都市公園におけるベイト散布開始 
 札幌市の都市公園「月寒公園」と連携し、ベイト散布にむ
けて公園利用者に対するリスクコミュニケーションを行な
うと同時に、園内でのベイト散布を公園の自主事業として継
続できるシステムを整備することを目的とした。これによ
り、エキノコックス対策のモデルケースを示し、将来的には
行政策としてベイト散布を行なうための布石とすることを
見据えている。 
 
３． 研究の方法 
 
筆者が担当する科学技術コミュニケーション教育プログ
ラムでの教育の一環として、およそ２年余りをかけて以下の
方法で取り組んだ。本研究の目的は上述の通り、エキノコッ
クス教材の開発およびベイト散布体制の整備であるが、それ
に伴って必要となる、公園、市民、行政とのリスクコミュニ
ケーション自体も重要な研究成果の一環であるため、本章と
次章で重複する内容が多数あるが了承されたい。 

 
(1) エキノコックス教材の開発 
 
① 内容の精査 
事前の聞き取り調査によると、非専門家である一般の北海
道民がエキノコックス感染リスクや予防策導入の是非につい
ての判断材料を得る機会は極めて少ないことがわかってい
た。一方、研究者や行政も、道民のエキノコックスに関する
意識や不足情報の種類を把握できていないのが現状である。
そこで、「北海道民はエキノコックスに関する知識をどのぐらいもっているのか、またその知識
をどこで得たのか」をある程度明らかにするために、道民を対象としてエキノコックスに関する
意識調査を行なった。具体的には、2019～2021 年のあいだに札幌駅前の紀伊国屋書店でのサイ
エンスカフェ 1)を１回と、月寒公園でのサイエンスカフェとワークショップ 2 ̃ 5)（図３、４）を
計４回開催し、その際に来場者を対象としたアンケート調査と聞き取りを行なった。その結果を
ふまえて、教材として提供するべき情報の精査と適した情報提供媒体や対象の吟味を行なった。 
 
②コンテンツの制作 
①で得た知見に加えて、公園利用者の様子を日常的に把握しており、キツネやエキノコックス
に関する相談や苦情に直接対応している公園常駐のスタッフ（指定管理者である公益財団法人
札幌市公園緑化協会）への聞き取りを行なうことで、コンテンツの内容や形状、発信方法などに
ついて吟味した。また、本研究遂行中の 2020 年初め頃からのコロナ禍に伴い対面でのコミュニ
ケーションに制限がかかったことをふまえて、オンラインでの発信も検討することとした。 
 
(2) 札幌市の都市公園におけるベイト散布開始 
 

図４ キツネ観察ツアーの様子。筆者
が解説しながらキツネの痕跡や姿を観
察した。ベイト散布体験も。 

図７ キツネの糞便。 
採取後は-60 度冷凍ストッカーで一定
期間以上保存し、殺卵する。 

図５ ベイト制作。冬季に１年分まと
めて作り冷凍保存する。 

図６ ベイト散布の様子。公園敷地を
メッシュに区切りまんべんなく散布す
る。キツネの通り道に配置する。 



① ベイト散布開始前の行政および市民に対するリスクコミュニケーション 
月寒公園内でのベイト散布を開始にむけて、月寒公園の指定管理者である公益財団法人札幌
市公園緑化協会（以下、便宜的に「公園スタッフ」とする）の全面協力のもと、公園利用者有志
によるボランティア団体、一般の公園利用者等、公園に関わるステークホルダーに対して、ベイ
ト散布の効果としくみについて共有する場を設けた。(1)①で述べたサイエンスカフェやワーク
ショップがこれに相当する。 
 
②ベイト散布の準備 
ベイト散布の準備調査および散布開始後の効果測定のために、園内に落ちているキツネ糞便
の採取、その糞便のエキノコックス検査、そして自動撮影カメラと直接観察によるキツネの行動
把握を行なった。 
 また、ベイトは市販されていないため自作する必要がある。北海道衛生研究所が指導するレシ
ピに則り、数年前より自主事業としてベイト散布を実施している平岡公園の協力を得て、月寒公
園主導によりベイトを作成した（図５）。ベイトは、プラジカンテルを主成分とする駆虫薬と人
の食品グレードの製菓用油脂や魚粉を材料としており、万が一、人やペットの体内に入ったとし
ても害はない。 
 
③ベイト散布開始後の市民に対するリスクコミュニケーションと駆虫効果測定 
 ベイト散布によるキツネ体内からのエキノコックス駆虫効果を維持するためには、月に１度
程度の散布を継続する必要がある。2021 年７月からベイトを開始（図６）すると、ごく少数で
はあるがペットの健康被害を懸念する声が上がった。上述の通り実際にはペットや人に対する
害はないが、札幌市より月寒公園に対しベイト散布の詳細を開示するよう要請が入ったため、月
寒公園 web サイトのトップページに概要を掲載することにした（https://tsukisamu-park.jp/）。 
 また、ベイト散布の効果を測定するためにキツネの糞便のエキノコックス検査を行ない、(1)
①のサイエンスカフェで報告した。糞便採取については、日常的に公園を見回ることのできる公
園スタッフに行なってもらった（図７）。キツネ糞便は、ヒトにとっての直接的な病原体である
エキノコックス虫卵を含む可能性が高いため、安全に採取するための方法を筆者が公園スタッ
フに指導した。 
 
４．研究成果 
 
(1) エキノコックス教材 
2019 年８月、10 月、2021 年３月、10 月、そして 2022 年３月の計５回、エキノコックス対
策およびキツネの生態をテーマとしたサイエンスカフェとワークショップを開催した。アンケ
ート調査結果によると、エキノコックス対策の学習機会の有無を尋ねる質問に対して「はい」は
37％にとどまり、学校教育ではその機会はごく少ないことがわかった（図８）。2020～2022 年度
にかけての小中高等学校の学習指導要
領改訂によって、環境教育や生物多様性
教育により重点をおいた教育が求めら
れるようになったが、このアンケート結
果をみると、特に北海道において初等教
育でのエキノコックス教育の導入が効
果的であると考えられる。その具体的な
教材として使ってもらえる教材制作を
行なった。特定の生物種やそれにまつわ
る諸問題についての教育を行なう際は、
専門知識や材料調達，その土地の対象生
物相についての包括的な知見が必要な
ため，教育者自身が作成から実践までを
網羅することは容易ではない（吉村ら 2020）6)．コンテンツ
化されたエキノコックス教材は、学校や環境教育の現場での
大きな助けとなるはずである。したがって、専門家がいなく
ても使える形状、内容にまとめることとした。 
アンケートと聞き取りの結果をふまえて、①絵本と②動画
を制作することに決定した。 

①絵本 
筆者が所属する北海道大学CoSTEPにおける科学技術コミ
ュニケーション教育の一環として、受講生らと協働で制作し

図８ 第 108 回サイエンス・カフェ札幌の参加者に対するアンケ
ート結果。エキノコックスについての学習機会の有無を尋ねる質
問に対して「はい」は 37％にとどまり（左図）、学校教育ではそ
の機会はごく少ない（右図）。 

図９ CoSTEP 受講生と月寒公園スタ
ッフで行なった制作会議。 
 



た。ストーリー制作にあたっては、筆者が科学的な事実
関係の確認と全体の演出と監修を行ない、特に公園管理
に支障が出るような表現がないかについては月寒公園ス
タッフの監修を受けた（図９）。本研究遂行中の 2020 年
から園内での餌付け問題が発生し始めたため、エキノコ
ックス感染対策に加えて、餌付けがもたらす弊害につい
て感情的理解を促すための絵本を制作した。説教臭さや
恐怖をあおるような表現を排除し、教材としてではなく
普通の絵本として「つい手に取ってしまう」ストーリー
とデザインを心がけた（図 10）。 
2021 年に初版第１刷を 200 部、2022 年に第２刷を 50
部印刷し、月寒公園に配架しているほか、サイエンスカ
フェや出前授業等の際に配布している。また、当初は対
面のみでの使用を想定していたが、コロナ禍以来オンラ
イン教材の需要が高まったことを受けて e-book として
公開中である 7)。また、pdf 版を北海道大学学術成果コレ
クションHUSCAPに収録し、公開している。 

②動画 
都市ギツネとの付き合い方やエキノコックス対策につ
いてまとめた動画教材を制作した（図 11）。主に月寒公園
内で撮影し、ナレーションを月寒公園スタッフが担当した。監修とデザインは筆者自身が行なっ
た。2021 年４月より、月寒公園と北海道大学 CoSTEP の Youtube アカウント 8)および web サ
イトで公開を開始した。また、北海道大学学術成果コレクション HUSCAP に mp4 ファイルと
して収録し、公開している。月寒公園でのベイトの散布の開始がコロナの影響で当初の予定より
も半年ほど遅れたため、市民や行政からの指摘を避けるために本動画内のベイト作成シーンを
カットした Short ver.を用意し、2021 年 10 月まで公開していた。現在公開中のものは Full ver.
である。公開から 13 か月経過時点で、合計 1500 回以上視聴された。 
 
(2)ベイト散布と駆虫効果 
 2021 年４月～12 月の間に採取したキツネ糞便 23 個は全てエキノコックス陰性であった。現
在のところ、月寒公園では駆虫に成功しているといえるが、園外から感染キツネが侵入するリス
クは常にあるため、今後も定期的なベイト散布の継続が必要である。 
 
(3)まとめ 
筆者や公園の現スタッフが異動した後も月寒公園の自主事業としてベイト散布を継続してい
けるように、引き続き指定管理者との協働で、ベイト散布マニュアルを整備する予定である。 
常にエキノコックス感染リスクにさらされる北海道において、各人が日常生活において感染
予防のためにとるべき行動を判断できるようになることをめざして教材制作とリスクコミュニ
ケーションにとりくんだ。将来的に、筆者を介さなくとも公園と市民との間で平時のリスクコミ
ュニケーションを続けられるようなしくみを考えていく必要がある。 
 
 
1) 第 108 回サイエンス・カフェ札幌「ムシの居所が問題だ」2019 年 8 月 4 日開催。 
https://costep.open-ed.hokudai.ac.jp/news/10366 

2) 月寒公園ピクニック「月寒公園のどうぶつ」2019 年 10 月 20 日開催。 
https://tsukisamu-park.jp/news/2019/10/21916/ 

3) 月寒公園パークライフカフェ「キタキツネ」2021 年３月 30 日開催。 
  https://tsukisamu-park.jp/news/2021/03/22055/ 
4) 月寒公園ピクニック「おしえてキツネさん」2021 年 10 月 4 日開催。 
https://tsukisamu-park.jp/news/2021/10/22105/ 

5) 月寒公園パークライフカフェ「キタキツネ」2022 年３月 29 日開催。 
https://tsukisamu-park.jp/news/2022/03/22155/ 

6) 吉村正志，諏訪部真友子，池田貴子，小笠原昌子，Evan ECONOMO，「小学生向け外来種
＆ヒアリ学習ワークショップの開発と実践」，科学技術コミュニケーション, 26: 39-56，
2020． https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/handle/2115/77082  

7) 絵本「キツネが友達だったころ」 https://x.gd/nvPgf 
8) 動画「コンだけわかればいいっしょ～キツネとのつきあいかた～」 
https://youtu.be/rNnnolEym-s 

図 10 絵本「キツネが友達だったころ」の
表紙と本文の一部。オールカラー／B6 判
／66 頁。 

図 11 動画「コンだけわかればいいっしょ～
キツネとのつきあいかた～」オープニング。 
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